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３ 自動車排出ガス測定局における状況

自動車排出ガス測定局は、大分駅前の大分中央測定局、大分市宮崎の宮崎測定局の２

局が設置されており、窒素酸化物、浮遊粒子状物質、一酸化炭素及び炭化水素の監視を

行っている。

（１）窒素酸化物

二酸化窒素の環境基準の長期的評価において、１日平均値の９８％値は中央測定局で

、宮崎測定局で となっており、環境基準を達成している。0.053ppm 0.049ppm

また、年平均値は中央測定局で一酸化窒素 、二酸化窒素 、宮崎測定0.067ppm 0.037ppm

局で一酸化窒素 、二酸化窒素 であった。0.050ppm 0.032ppm

年平均値の経年変化を図１－２７に示す。全体としてほぼ横ばいで推移している。

図１－２７ 窒素酸化物に係る年平均値の経年変化

（２）浮遊粒子状物質

環境基準の長期的評価においては、２局とも１日平均値が２日連続で環境基準値を超

えたことがあり、環境基準を達成出来なかった。

短期的評価においては、１時間値の環境基準値( )を、中央測定局で６時間、0.20mg/m3

宮崎測定局で５時間超えていた。

表１－２８ 浮遊粒子状物質に係る測定結果の概要（平成１４年度）

中央測定局 宮崎測定局

年 平 均 値 ㎎ ０．０３４ ０．０３５/m3

日平均値の２％除外値 ㎎ ０．０７５ ０．０７７/m3

（ ）１時間値の環境基準値 ㎎0.2 /m3

６ ５
を超えた時間数

※平成１０年以前は測定していない。
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（３）一酸化炭素

環境基準の長期的評価において、１日平均値の２％除外値は中央測定局で 、宮1.6ppm

崎測定局で となっており、環境基準を達成している。1.5ppm

3.8ppm 3.9ppm短期的評価においても １時間値の最高値が中央測定局で 宮崎測定局で、 、

となっており、環境規準を達成している。

また、年平均値は中央測定局で 、宮崎測定局で であった。1.0ppm 0.9ppm

年平均値の経年変化を図１－２９に示す。近年は減少傾向にある。

図１－２９ 一酸化炭素に係る年平均値の経年変化

（平成１０年度は欠測）

（４）炭化水素

非メタン炭化水素における年平均値（午前６時～９時）は、中央測定局で 、0.31ppmC

宮崎測定局で であった。0.27ppmC

環境規準に準ずる濃度である非メタン炭化水素の指針値の上限( )を超えた日0.31ppmC

数は、中央測定局で６７日、宮崎測定局で１１７日である。

年平均値の経年変化を図１－３０に示す。近年は減少傾向にある。

図１－３０ 非メタン炭化水素に係る年平均値（６～９時）の経年変化

1.40 1.40
1.30 1.30 1.30 1.30

1.15
1.00 0.95

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

Ｈ５ Ｈ６ Ｈ７ Ｈ８ Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４

年度

(ppm)

0.370 0.380
0.350

0.370
0.330

0.350 0.340 0.330
0.295

0.270

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

Ｈ５ Ｈ６ Ｈ７ Ｈ８ Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４

年度

(ppm)


